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GEM(Gas Electron Multiplier)[1]は CERNで２０年前に開発され、二次元の比例計数管として高エ

ネルギー物理など様々な分野で使われているが、我々は GEM を、HOYA 社の感光性ガラスを用

いて新しいガラス製の GEM; GlassGEMを開発した[2]。GlassGEMは従来の GEMに比べて高ゲイ

ン、高い放電耐性、低アウトガスなどの利点があるが、本研究では GlassGEM と、計数ガスにシ

ンチレーションガス（Ar/CF4）を用い、さらに透明電極・ミラー・冷却 CCDと組み合わせた新し

い二次元放射線検出器の開発を行った。本講演では、有感面積 100mm□の Scintillating Glass GEM

を用いた、X 線のイメージングデバイスの開発と、粒子線の二次元線量計としての開発について

述べる。  
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図１．（左）Scintillating GlassGEMのセットアップ、（右）Scintillating GlassGEMと 10 keVの X線

管で得られたイチョウの葉の X線撮像イメージ 
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